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業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成 26年７月 29日に公表した業績予想を以下のとおり修正するとと

もに、特別損失を計上することとなりましたのでお知らせいたします。 

 

１．業績予想の修正について 

平成 27年３月期 第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正（平成 26年４月１日～平成 26年９月 30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

10,400 

百万円 

350 

百万円 

330 

百万円 

50 

円 

5.39 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 10,662 540 563 △114 △12.33 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 262 190 233 △164 － 

増  減  率 （  ％  ） 2.5 54.3 70.6 － － 

(参考)前期実績 
(平成 26年３月期第２四半期) 

10,792 70 49 34 3.68 

 

修正の理由 

当第２四半期においては、メモリ事業、システム LSI事業ともテスト受託が予想よりも好調に推移いた

しました。この売上高の増加に加え費用の削減も進んだことから、営業利益、経常利益は平成 26年７月

29日に公表した業績予想を上回る見通しとなりました。なお当期純損益につきましては下記事由による特

別損失の発生により、予想を下回る見通しとなりました。 

 

２．特別損失の内容 

第１四半期決算短信に記載しておりました青梅事業所における構造改革の進展に伴い、事業構造改善費用

等により特別損失 332百万円を計上することとなりました。 

 

３．今後の見通し 

第３四半期は、メモリ事業、システム LSI事業とも弱含みで推移するものと予想しております。平成 27

年３月期第３四半期連結業績予想につきましては、平成 26年 10月 28日に第２四半期決算短信において

開示を予定しております。 

 

 (注) 本資料における上記の予想を含む記述は、発表日現在に入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績・結果は予想数値あるいは見通しと異なる場合があります。 

 

以 上 


